
政策評価制度部会における当面の取組事項 

政策評価について、①政策の改善・見直しへの一層の活用、②各府省担当者の作業負
担の軽減を中心に改善方策等の検討を行うこととし、当面は、以下の３分野についての
検討を実施。 

 
○ 目標管理型評価WGにおいて、個別の評価を基に改善方策を検討 
 ⇒ ①目標設定、②ロジック・モデル、③施策の分析手法、④評価の類型化（メリ 
  ハリ）、⑤行政事業レビューとの連携等を中心に議論（別紙１参照） 

目標管理型評価 

 
○ 規制評価WGにおいて、個別の評価を基に改善方策を検討 
 ⇒ ①評価の質の向上、②評価の活用の推進、③メリハリのある評価の実施等 
  を中心に議論（別紙２参照） 

規制評価 

○ 本年度（平成27年度）は、行政評価局の現地調査機能を活用した情報の収
集・分析、臨時委員・専門委員の知見を活用した課題の洗い出し等を実施 

 ⇒ 来年度（平成28年度）からWGを設置し検討を行うことも念頭 

公共事業評価 
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目標設定 
状況の 
整理 

改善を 
要する 
もの 

目標 
設定に
馴染む
もの 

目標管理型評価ワーキング・グループにおける検討の流れ 

目標設定の 
在り方の 
検討 

目標設定の 
在り方の 
提示 

施策の 
分析手法の 
検討 

行政事業 
レビューとの 
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の検討 

評価の類型化
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モデルの 
検討 
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要しない 
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改正 

モデル・ 
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モデル・ 
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分析手法の 
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別紙１ 



評価が使われ
るものとなる 

課題 対応策 アウトプットイメージ 当面の対応 

各府省の負担
軽減 

各府省の評価
の質の向上 

評価書の様
式等の見直し 

規制レビュー
等との連携 

メリハリのある
評価の実施 

優良事例の提供 
マニュアルの作成 

規制評価WGの取り組むべき課題と当面の対応方針 

記載事項(分析項目)の
再整理、要旨の様式の
見直し(ガイドラインの改正) 

規制の制定・改廃過程に
おける評価の位置付けの
整理 

個別の評価書ごとの
検討 
⇒ 改善方策の検討 
⇒ 現状の記載事項 
 の妥当性の検証 
⇒ 検討段階等での 
 評価の活用の検討 
⇒ 規制の分類（重 
 要・軽微等）の検討 

諸外国の先進的な
取組に関する調査
研究・文献の翻訳 

軽微な規制に係る評価様
式（軽量型）の検討(ガイドラ
インの改正) 

規制の分類（重要・軽微
等）の基準の整理 

【平成28年度末に目指すもの】 

規制に関する各種
取組と評価の関係
の整理 
 

事後的な検証を前
提とした評価の在り
方の検討 

※ 今年度中に10件程度の評価 
 書について検討を実施。 
  改善方策を各省に提供。 

※ 明確な基準の設定は困難であると 
  考えられることから、軽量型の評価で 
  足りると考えられるものの例示を示す 
  ことを想定 

評価の質の向上 

検討段階等で
の評価の活用 

検討段階、コンサルテー
ション段階での評価の活
用方法例の提示 

評価の活用の推進 

別紙２ 




